
山
田
　
今
日
は
東
京
シ
テ
ィ
・
エ
ア

タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式
会
社
（
通
称
「
T-

C
A
T
」）
に
お
勤
め
の
新
福
よ
う
子

さ
ん
を
お
招
き
し
、
日
本
橋
と
日
本

橋
美
人
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。

新
福
　
弊
社
は
成
田
空
港
へ
の
航
空

旅
客
の
利
便
を
図
る
た
め
、
空
港
に

直
結
す
る
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
と
空
港
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
の
機
能
を
併
せ
持
つ
シ

テ
ィ
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
、
１

９
６
９
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
２

０
０
１
年
９
月
の
米
国
同
時
多
発
テ

ロ
を
契
機
と
す
る
治
安
強
化
に
よ
り
、

空
港
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
機
能
を
廃
止

し
ま
し
た
が
、
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
で
成

田
空
港
ま
で
約
55
分
、
羽
田
空
港
ま

で
約
25
分
と
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、
海

外
旅
行
保
険
の
加
入
や
外
貨
両
替
な

ど
海
外
旅
行
に
必
要
な
準
備
が
T-

C

A
T
内
で
出
来
る
利
便
性
の
良
さ
か

ら
、
多
く
の
お
客
様
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
首
都
高
速
道
路

「
箱
崎
J
C
T
」
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る

404
台
収
納
の
駐
車
場
で
は
、
旅
行
者

限
定
の
カ
ー
ポ
ー
ト
（
７
千
円
／
七

日
間
）
の
ご
利
用
が
お
薦
め
で
す
。

山
田
　
御
社
で
は
、
開
港
当
初
か
ら

「
旅
立
ち
は
、
昔
も
今
も
日
本
橋
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
と

伺
い
ま
し
た
が
。

新
福
　
日
本
橋
が
江
戸
時
代
か
ら
五

街
道
の
基
点
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
T-

C
A
T
も
空
の
玄
関
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
方
達
に
ご
利
用
し
て
戴
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

山
田
　
T-

C
A
T
に
は
、
レ
ス
ト
ラ

ン
や
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
商
業
施
設
も

あ
り
ま
す
ね
。

新
福
　
１
階
か
ら
３
階
の
出
発
ロ
ビ

ー
ま
で
、
多
種
多
様
な
お
店
が
あ
り

ま
す
。
私
は
、
２
階
の
喫
茶
「
カ
フ

ェ
・
ド
・
ク
リ
エ
」
の
店
長
を
、
４

年
前
の
オ
ー
プ
ン
時
か
ら
任
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
初
は
60
席
の
セ
ル
フ
ス

タ
イ
ル
の
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
で
し
た

が
、
ご
好
評
を
得
て
２
０
０
８
年
に

は
100
席
に
増
床
し
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
の
ご
利
用
が
多
い
こ
と
か
ら
、

無
線
ラ
ン
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

山
田
　
日
本
橋
で
働
い
て
こ
ら
れ
た

新
福
さ
ん
に
と
っ
て
、
日
本
橋
の
お

薦
め
の
ス
ポ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ

い
。

新
福
　
隅
田
川
テ
ラ
ス
か
ら
な
が
め

る
リ
バ
ー
サ
イ
ド
の
風
景
は
、
と
て

も
美
し
く
四
季
を
通
じ
て
大
好
き
で

す
。
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
「
フ

ォ
ン
テ
ー
ヌ
」
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
は
、

お
代
わ
り
が
フ
リ
ー
の
上
、
冷
め
て

も
美
味
し
い
の
で
す
が
、
特
に
ハ
イ

ビ
ス
カ
ス
が
ブ
レ
ン
ド
さ
れ
た
「
ミ

ン
ト
テ
ィ
ー
」
が
お
薦
め
で
す
。

日
本
橋
美
人
商
品
で
は
、
榮
太
樓

總
本
鋪
の
日
本
橋
美
人
飴
「
さ
く
ら
」

の
爽
や
か
な
後
味
が
気
に
入
り
、
お

友
達
へ
の
お
土
産
に
し
て
い
ま
す
。

T-

C
A
T
内
の
、
ブ
ラ
ン
ド
子
供

服
シ
ョ
ッ
プ
「
ツ
イ
ン
ハ
ー
ト
」
は

年
中
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
価
格
で
求
め
ら

れ
る
の
で
お
得
で
す
し
、
中
国
料
理

「
龍
鳳
」
の
濃
厚
な
坦
々
麺
や
日
本
料

理
「
さ
く
ら
」
の
新
鮮
な
お
刺
身
ラ

ン
チ
は
人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

ま
た
、
何
と
言
っ
て
も
弊
店
の
コ

ー
ヒ
ー
や
紅
茶
の
ド
リ
ン
ク
類
は
一

押
し
で
す
が
、
中
で
も
女
性
に
は
豆

乳
ラ
テ
を
召
し
上
が
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。「
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト（
390
円
）」

は
、
ハ
ム
チ
ー
ズ
・
ツ
ナ
・
タ
マ
ゴ

の
い
ず
れ
か
を
デ
ニ
ッ
シ
ュ
パ
ン
で

サ
ン
ド
に
し
、
ド
リ
ン
ク
を
付
け
た

お
得
な
セ
ッ
ト
で
、
出
勤
前
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
に
好
評
で
す
。「
ト
ー
ス
ト

サ
ン
ド
ふ
わ
ふ
わ
た
ま
ご
（
380
円
）」

は
、
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
と
ス
パ

イ
シ
ー
な
ハ
ム
、
新
鮮
な
レ
タ
ス
、

ト
マ
ト
を
香
ば
し
い
ト
ー
ス
ト
で
は

さ
み
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
す
。

た
だ
い
ま
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
「
ト
ー

ス
ト
サ
ン
ド
ふ
わ
ふ
わ
た
ま
ご
」
と

「
ソ
イ
キ
ャ
ラ
メ
ル
ラ
テ
」
を
セ
ッ
ト

に
し
た
「
日
本
橋
美
人
セ
ッ
ト
（
680

円
）」
を
考
案
し
日
本
橋
美
人
商
品
に

参
加
す
る
予
定
で
す
。
近
日
中
に
リ

リ
ー
ス
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
試
し

戴
き
た
い
で
す
ね
。

山
田
　
２
０
０
９
年
10
月
23
日
〜
11

月
10
日
に
行
わ
れ
た
「
江
戸
で
彩
る

日
本
橋
（-JapanBeautyfrom

Edo-

Tokyo-)

第
２
回
日
本
橋
美
人
博
覧
会
」

は
、
老
舗
、
名
店
、
企
業
、
ホ
テ
ル

な
ど
が
街
ぐ
る
み
で
協
力
し
て
開
催

し
、
江
戸
時
代
か
ら
日
本
橋
地
域
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
固
有
の
文
化
が
、

日
本
橋
美
人
の
中
に
息
づ
い
て
い
る

こ
と
を
、
江
戸
を
テ
ー
マ
に
彩
り
演

出
し
ま
し
た
。
国
内
外
か
ら
25
万
５

千
人
も
の
方
が
、
優
・
粋
・
知
・
創

の
４
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
け
し
た
日

本
橋
を
訪
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

御
社
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
が
い
か
が

で
し
た
か
。

新
福
　
T-

C
A
T
の
カ
フ
ェ
・
ド
・

ク
リ
エ
前
は
「
優
」
ゾ
ー
ン
の
コ
ン

セ
プ
ト
「
洗
練
さ
れ
た
仕
草
」
を
テ

ー
マ
に
『「
江
戸
時
代
の
型
紙
」
と

「
東
京
手
描
友
禅
」
展
』
の
会
場
に
な

り
ま
し
た
。
精
緻
な
型
紙
が
素
晴
ら

し
く
、
ご
来
場
の
方
々
に
喜
ん
で
戴

け
ま
し
た
。

「
ス
タ
ン
プ
版
浮
世
絵
ラ
リ
ー
」
の

め
ぐ
る
途
中
に
休
憩
さ
れ
る
お
客
様

や
、
隣
の
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

会
場
か
ら
の
回
遊
客
も
あ
り
、
売
上

げ
が
一
割
ほ
ど
上
が
り
ま
し
た
。

通
常
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
お
客
様

が
主
体
で
す
が
、
会
期
中
に
は
女
性

が
目
立
ち
、
着
物
姿
が
店
内
に
華
を

添
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
次
年
度

の
博
覧
会
に
は
、
何
か
発
案
し
て
盛

り
上
げ
る
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

山
田
　
と
こ
ろ
で
新
福
さ
ん
に
と
っ
て

「
日
本
橋
美
人
」
と
は
、
ど
ん
な
女
性
で

し
ょ
う
か
。

新
福
　
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
「
感
謝
」

で
き
る
女
性
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
仕
事
を
通
し
て
お
客
様
へ

の
感
謝
の
念
を
忘
れ
ず
、
ま
た
そ
の

思
い
を
仕
事
を
通
し
て
お
返
し
し
て

い
く
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

山
田
　
感
謝
の
念
を
素
直
に
相
手
に
伝

え
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で

す
。
感
謝
の
気
持
ち
を
ま
っ
す
ぐ
に
表

現
で
き
る
心
身
と
も
に
美
し
く
輝
き
を

放
つ
女
性
で
あ
り
た
い
で
す
ね
。

日
本
橋
の
空
の
玄
関

日
本
橋
・
箱
崎
界
隈
を
楽
し
む

「
日
本
橋
美
人
」
と

「
日
本
橋
美
人
博
覧
会
」

山田晃子
日本橋美人推進協議会プロデューサー
日本橋OLクラブ部会長
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日本橋美人博覧会共催企業

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト

（
右
）
し
な
や
か
で
光
沢
の
あ
る
綸
子
の
生
地

は
、
爽
や
か
な
空
色
。
小
袖
文
様
を
施
し
た

訪
問
着
に
銀
地
の
袋
帯
で
、
華
や
か
な
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
が
特
徴
で
す
。

（
左
）
春
ら
し
い
鶸
（
ひ
わ
）
色
の
地
に
、
桃

山
文
様
が
映
え
る
上
品
な
訪
問
着
。
黒
地
に

金
を
通
し
た
袋
帯
を
合
わ
せ
、
格
調
の
高
い

雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
装
い
で
す
。

撮
影
協
力：

ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル

衣
裳
協
力：

日
本
橋
●
島
屋

着
付
協
力：

花
影
き
も
の
塾

撮
　
　
影：

吉
川
信
之

日
本
橋
●
島
屋

w
w
w
.ta
k
a
s
h
im
a
y
a
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o
.jp

花
影
き
も
の
塾

w
w
w
.h
a
n
a
ka
g
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jyu
ku
.jp

何
百
年
も
の
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
、
日
本
古
来
の
和
の
文
化
。
そ
の
中
で
も

日
本
の
伝
統
的
な
食
文
化
は
、
昨
今
の
健
康
を
意
識
す
る
世
相
を
反
映
し
、
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ッ
ク
、
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
や
地
産
地
消
と
い

う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
も
日
本
料
理
の
基
本
と
通

じ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
日
本
料
理
を
深
く
味
わ
い
た
い
の
な
ら
、
四
季
折
々
の
食
材
の
味
を
生
か
し

た
「
日
本
橋
ゆ
か
り
」
へ
。

「
素
材
を
生
か
し
た
無
駄
の
な
い
調
理
と
盛
り
付
け
で
、
召
し
上
が
る
方
の
気
持
ち

を
慮
っ
た
料
理
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
三
代
目
主
人
の
野
永
喜
三
夫
さ
ん
。
京
都
の

銘
店
「
菊
乃
井
」
で
修
業
し
「
料
理
の
鉄
人Japan

cup0
2

」
で
総
合
優
勝
す
る
な

ど
、
注
目
さ
れ
て
い
る
若
手
料
理
人
で
す
。

“心
も
身
体
も
美
し
い
”「
日
本
橋
美
人
」
を
目
指
す
女
性
の
た
め
に
企
画
し
た
、
お

薦
め
の
逸
品
が
、
豊
富
な
食
材
を
取
り
入
れ
た
「
日
本
橋
美
人
松
花
堂
弁
当
」。

黒
漆
の
弁
当
箱
の
中
に
は
、
日
本
料
理
の
調
理
の
大
切
な
要
素
で
あ
る
季
節
や
風
情
が
美
し
く
繊
細
に
盛
り

込
ま
れ
、
美
意
識
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。
茶
碗
蒸
し
の
付
き
だ
し
、

前
菜
、
お
造
り
、
天
麩
羅
、
炊
き
合
わ
せ
に
、
ご
飯
、
み
そ
汁
、

香
の
物
、
更
に
デ
ザ
ー
ト
ま
で
つ
い
て
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
。
会
席
料

理
を
そ
の
ま
ま
仕
立
て
直
し
た
よ
う
な
贅
沢
な
お
弁
当
は
、
時

折
々
で
さ
ま
ざ
ま
な
旬
の
味
が
楽
し
め
女
心
に
叶
っ
て
い
ま
す
。

要
予
約
で
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
み
で
、
日
に
よ
っ
て
多
少
、
献
立

が
替
わ
り
ま
す
。
限
定
10
食
で
す
の
で
必
ず
ご
連
絡
を
。

料
理
人
の
技
に
と
ど
ま
ら
ず
、
四
季
の
彩
り
を
演
出
す
る
器
や

し
つ
ら
い
な
ど
も
、
細
か
い
配
慮
が
行
き
届
き
趣
き
を
感
じ
ま
す
。

日
本
料
理
の
真
髄
と
も
い
え
る
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
五
感

で
楽
し
み
感
性
を
磨
け
ば
日
本
橋
美
人
と
い
え
ま
す
ね
。
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